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1．全日本学生剣道優勝大会
平成 25年 11月 4日、第 61回全日本学生剣道優
勝大会が日本武道館にて開催された。本戦出場を目
指し、各地域の予選を勝ち抜いた 64大学（北海道 4、
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61st All Japan University Kendo Championships, Men’s Group Victory Report
NABEYAMA Takahiro＊
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将木立が選手されるも逆転の 2本を奪い、前半の
リードを保ったまま 5勝 1敗で日本体育大学に勝利
を収めた。
決勝戦の相手は関東大会準優勝の法政大学。先鋒
林田が積極的に攻め続けている一瞬の隙に胴を決め
られ 1本負けとなった。決勝戦まで全勝で好調の加
納も引き分けに終わった。その後も果敢に攻める
が、有効打突を奪えず大将戦を迎えた。大将は主将
の山下渉。対するは法政大学の絶対的支柱の秀徳選
手、その実力は折り紙つきであった。山下は実力を
兼ね備えてはいたものの関東大会まで結果に波が
あったが、今大会は全勝と好調であった。前半は膠
着状態が続き、後半に山下渉が面を先制し、試合を
タイに戻すが、すぐさま小手を奪われ、再度リード
を許した。その直後、お互いに面に飛んだが、一瞬
先に仕掛けた山下の面が決まった。試合の行方は代
表戦に持ち越された。
代表戦は 2年生ながら本学期待のエース、竹ノ内
を指名した。対するは先ほどの大将戦でリベンジに
燃える秀徳。それに付け加えて秀徳は竹ノ内の高校
時代の 2つ年上の先輩であった。しかし竹ノ内は相
手に臆することなく面に飛び込み、本学 2年ぶり
11回目の優勝を飾った。
今回の勝利は、部長、副部長をはじめ指導スタッ
フ、選手以外の学生たちなど、総合的なチーム力で
勝ち取った勝利と考えている。来年は、さらなる力
をつけて全日本に望みたい。
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